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1 研究の背景と目的 
 郊外型大型商業施設と比較した際の中心市街地の問題

の 1 つに,店舗間の移動のしにくさや,店舗間をつなぐ空間

の魅力不足が挙げられる。 
 前報においては,街路上の空間構成要素に着目し,その分

布状況と用途の構成を分析することで,商業街路の物理的

特性を明らかにしたが,本研究では,通りごとに印象評価実

験を行い,歩行者の視点から商業街路における心理的特性

を明らかにする。そして,物理的特性と心理的特性の関係

性を把握することで,どのような要素の配置構成が街路の

イメージに影響するのか考察し, これらを用いて,各商業

街路の改善策を検討する。 
 
2 研究の方法 
 研究対象とした商業街路は,大分県大分市の「F 商店街」

「T 商店街」,別府市の「G 商店街」「Y 商店街」の計 4 つ

の商業街路である。 
 本報では,歩行者の視点から商業街路及び単位空間の心

理的特性を把握するために,印象評価実験を行った。そし

て単位空間の各類型に対する印象評価から,物理的特性と

心理的特性の関係性を把握する。 
 
3 商業街路の心理的特性 
3-1 印象評価実験について 
被験者は各商業街路を歩行し,表 1 に示す評価項目に合

致すると思われる街路上の要素,もしくは場所を指摘,同行

した調査員が地図上に記入し（指摘による印象評価実

験）,歩行後, 形容詞 20 対の項目について評価する（SD
法による印象評価実験）。 

 
 
 
 
 

 
3-2 商業街路の印象評価（SD 法による印象評価実験） 

商業街路の心理的特性を把握するため, SD 法を用いた

商業街路の印象評価実験を行った。19 指標の結果を用い

て固有値 1.0 以上,
累積寄与率 70%
を目標に主成分

分 析 を 行 っ た

（表 2）。その結

果,第 1 主成分は

「開放性」,第 2
主 成 分 は 「 活

気」,第 3 主成分

は「快適性」,第
4 主成分は「規

則性」,第 5 主成

分は「明瞭性」

の軸と解釈した。 
 また,総合評価

への評価項目の

影響を調べるた

めに,総合評価で

ある「魅力的な―つまらない」を目的変数,第 5 主成分ま

での主成分得点を説明変数とし,重回帰分析を行った（表

3）。その結果から,偏回帰係数は第 2 主成分（開放性）で

+0.79 と最も高い値を示している。このことから,第 2 主成

分（活気）は総合評価に影響が大きいと言える。次いで

+0.52 の第 3 主成分（快適性）,+0.25 の第 4 主成分（規則

性）の影響が大きい。 
 次に,主成分分析における第 1~5 主成分の各サンプルの

主成分得点を回帰法によって算出し,商業街路別の平均主

成分得点を求めた（表 3）。 

 商業街路別に見ると,F 商店街の平均主成分得点は,すべ

ての主成分において他の通りに比べ高い値を示している

ことが分かる。また,総合評価の平均値も 0.35 と,他の街路

に比べ高い値を示していることから,最も「魅力的な」通

りであるといえる。 
 また,G 商店街では,第 3 主成分（快適性）が-0.50,第 5 主

成分（明瞭性）が-0.29 と低い値を示しているため,この 2
つがこの通りの総合評価を下げる原因となっている。こ

のように,各商業街路における,総合評価向上のための対策

すべき対象が明らかとなった。 

表 1 印象評価実験の概要 

第1軸 第2軸 第3軸 第4軸 第5軸

すっきりしたーゴチャゴチャした 0.77 -0.18 -0.08 0.27 0.25

密なー疎な -0.73 0.42 0.16 0.07 0.11

開放的なー窮屈な 0.73 -0.05 0.06 0.25 0.05

歩きやすいー歩きにくい 0.63 0.05 0.04 0.15 0.21

すがすがしいーうっとうしい 0.60 0.15 0.12 0.28 0.10

印象的なー印象の薄い -0.42 0.39 0.39 0.38 -0.21

賑わいがあるー閑散とした -0.10 0.82 0.06 -0.11 -0.01

活気があるーさびしい 0.01 0.81 0.17 0.11 0.01

華やかなー地味な 0.06 0.76 0.11 0.19 0.00

刺激的なー平静な -0.48 0.61 0.11 0.00 -0.17

落ち着くー落ち着かない 0.06 -0.06 0.85 0.03 0.22

快適なー不快な 0.44 0.19 0.68 0.00 -0.01

興味を引くー興味を引かない -0.13 0.44 0.62 0.26 -0.23

親しみのあるーよそよそしい -0.32 0.36 0.61 -0.09 0.03

規則的なー不規則な 0.21 -0.07 -0.07 0.83 0.09

一体的なー多様な 0.29 0.13 0.09 0.62 0.16

連続的なー断片的な 0.35 0.43 0.16 0.58 -0.03

安心なー不安な 0.27 0.18 0.23 -0.02 0.82

重厚なー軽快な -0.09 0.24 0.08 -0.23 -0.68

固有値 3.50 3.33 2.29 1.98 1.47

寄与率 18.40 17.53 12.03 10.45 7.73

累積寄与率 18.40 35.93 47.96 58.41 66.14

表 2 主成分分析の結果（SD 法） 

実施日 

・整然としている   ・うっとうしい 
・雑然としている   ・歩きやすい 
・活気がある     ・歩きにくい 
・さびしい      ・興味を引く 
・すがすがしい       計 9 項目 

＜総合評価＞ 
「魅力的な―つまらない」・ 
＜その他の評価＞ 
「すっきりした―ゴチャゴチャした」   

など計 19 項目 

被験者数 

実験方法 

評価項目 

2007 年 11 月 19,20 日、12 月 3,4,11 日    
建築系学生延べ 80 人（各街路 20 人） 

■指摘による印象評価実験 ■SD 法による印象評価実験 
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3-3 単位空間の印象評価（指摘による印象評価実験） 

単位空間への指摘の傾向を明らかにするため,各単位空

間における指摘頻度を算出し,図 1 に示す。指摘のなかっ

た単位空間は 349
単位空間中 82 の

単位空間で,最も指

摘頻度が高かった

のは 1～5 回の頻

度で,183 の単位空

間であった。 
 

4 物理的特性と心理的特性の関係性の把握と 
各商業街路の改善策 

単位空間の物理的特性と心理的特性の関係性を明らか

にするために,各評価項目において, 類型ごとの 1 単位空

間に対する指摘回数を求めた。 
そのうち「活気がある」における結果を表 4 に示す。 

2.50 と,最も高い値を示している組み合わせは「装飾が主

たる単位空間群」－「壁面接触連結型」であり,用途の類

型では「商品が特徴的な単位空間群」が,形態の類型では

「壁面接触連結型」が「活気がある」と指摘される傾向

にあることが分かる。 
 

 同様の分析を他の評価項目でも行い, どのような要素の

配置構成が各印象に関係しているのかを把握した。これ

らの結果を用いて,各商業街路の改善策を検討する。紙面

の都合上,Y 商店街についてのみ具体的に言及する。 
Y 商店街において,通りの総合評価を向上させるには,「活

気」と「規則性」が高いと評価される単位空間の配置が

課題であることが分かった（表 3）。そこで対策として,ま
ず,総合評価への影響が最も大きい「活気」を向上させる

ために,「活気がある」の評価の高い要素とその配置形態

にすることが対策である。表 4,5 より,「活気がある」の

評価との関連が高かった「商品」の要素は既に多く存在

しているため,その配置形態を「壁面接触連結型」にする。 
また,「装飾」の要素が顕著に少ないため,立体的な掲示

物やフラッグ等を「商品」要素と混在させ「壁面接触連

結型」で配置する。 
次に,「規則性」については,「整然としている」の評価

の高い要素と配置形態にすることが対策であると考えら

れる（表 3）。その中で,Y 商店街では現在「設備が特徴的

な単位空間群」－「壁面接触連結型」の類型の単位空間

は存在していない（表 5）。そこで,「設備」の要素による

「壁面接触連結型」の配置形態を増やすことが対策案と

して考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 総括  

本研究では, 通りごとに印象評価実験を行い,歩行者の

視点から商業街路の心理的特性を明らかにしたが,総合評

価「魅力的な―つまらない」に影響の大きい評価軸は,
「活気」,「快適性」,「規則性」であることが分かった。 

また,前報と合わせて,それらの結果をもとに,商業街路の

物理的特性と心理的特性の関係性を把握し, 各商業街路改

善のための具体策を提示した。 
今後の課題としては,空間構成要素の分布状況と用途の

構成の評価と商業街路の評価の関係性をより明確にする

ため,本報で得られた結果をもとに実空間におけるシミュ

レーション実験が必要であるといえる。 

図 1 単位空間指摘頻度 

指摘頻度 

単位空間数 

単位空間割合 

類型１
＜壁面寄り単独型＞

類型２
＜壁面寄り連結型＞

類型３
＜街路中央単独型＞

類型４
＜中規模型＞

類型５
＜壁面接触連結型＞

類型１＜設備＞ 0.02 0.13 0.00 0.14 0.33
類型２＜植栽＞ 0.00 0.00 0.00 0.29 0.00
類型３＜商品＞ 0.17 1.00 - 0.68 0.82
類型４＜装飾＞ 0.00 - - 0.00 2.50
類型５＜看板＞ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.86
類型６＜情報＞ 0.00 0.00 0.00 0.00 -
類型７＜休憩＞ 0.00 - 0.00 0.00 -

用
途

活気がある

0より大きい値を薄い灰色、上位５つの値を濃い灰色で示す

形態

表 4 類型ごとの 1 単位空間に対する指摘回数（「活気がある」） 

１～5回
183

52.44%
6～10回

58
16.62%

11～15回
17

4.87%

16～20回
6

1.72%

2１～25
2

0.57%

26～30
1

0.29%
指摘なし

82
23.50%
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表 5 Y 商店街における各類型の数（割合） 

0 0 0

4 1

類型４
＜装飾＞

2 0 0 0 0

0
(9.52%) (3.17%) (4.76%) (7.94%) ―

種
類

類型１
＜設備＞

6 2 3 5

類型２
＜植栽＞

2 2 0

形態

類型１
＜壁面寄り単独型＞

類型２
＜壁面寄り連結型＞

類型３
＜街路中央単独型＞

類型４
＜中規模型＞

類型５
＜壁面接触連結型＞

(4.76%) (4.76%) ― (17.46%) (9.52%)
類型３

＜商品＞
3 3 0 11 6

(3.17%) (3.17%) ― (6.35%) (1.59%)

(9.52%) (6.35%) ― (1.59%) ―
類型５

＜看板＞
6 4 0 1 0

(3.17%) ― ― ― ―

(3.17%) ― ― ― ―

―
類型７

＜休憩＞
2 0 0 0 0

類型６
＜情報＞

0 0
― ― ― ―

図 2 単位空間分布状況 図 3 Y 商店街

第１主成分 第２主成分 第３主成分 第４主成分 第５主成分

（開放性） （活気） （快適性） （規則性） （明瞭性）

F商店街 0.39 0.28 0.35 0.24 0.33

T商店街 0.35 -0.01 -0.50 0.23 -0.29

Y商店街 -0.23 -0.44 0.16 -0.22 0.07

G商店街 -0.46 0.18 0.03 -0.21 -0.07

全街路 ― ― ― ― ―

偏回帰係数 -0.18 0.79 0.52 0.25 -0.21 -0.17

標準誤差 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

標準化係数 -0.15 0.67 0.45 0.21 -0.18 ―

有意確率 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01

重回帰式

-0.47

-0.05

-0.17

研究対象 総合評価

重相関係数（R)＝0.869　決定係数（R２)＝0.754

重
回
帰
分
析 Y=-0.18X1+0.79X2+0.52X3+0.25X4-0.21X5

Y：総合評価　X１～X５：平均第1主成分得点～平均第５主成分得点

平
均
主
成
分

得
点

定
数

0.35

-0.47

表 3 平均主成分得点及び重回帰分析の結果 
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